
中１ 鹿児島市立吉田北中学校

令和５年１２月２２日

令和５年度 学校評価 自己評価書（２学期）

１ 学校の重点目標

〇 豊かな人間性と健やかな体を備えた生徒を育成する。

〇 「確かな学力」を持ち、未来を切り拓く生徒を育成する。

〇 信頼される開かれた学校教育を推進する。

２ 課題と改善策

※ 職員の評価は４段階評価とする

重点課題と評価項目 職 員 評価結果と改善方策

１ 人権教育の推進と豊かな心を育む道徳教育 〇講師を招聘しての人権教室を毎年

の充実 開催することで、３年間を通して

(1) 計画に沿って、授業を実施している。 ３．１ 様々な人権問題について理解を深

(2) 総合単元的な授業の展開に努めている。 ２．９ められるように努める。

２ 発問を工夫し思考力・判断力・表現力を高 〇基礎的・基本的事項の定着に向け

める授業改善の工夫 て、繰り返し演習をさせるなどの

(1) 基礎的・基本的な内容を明確にして、教 ３．３ 取り組みを行う。

材や板書を工夫している。 〇ロイロノートを中心に、ＩＣＴを

(2) 生徒や保護者の願いを具体化し、自ら学 ３．０ 効果的に活用することで、少しず

ぼうとする具体的な学習指導プランの作成 つだが授業改善に繋げることがで

に努めている。 きている。

(3) 「主体的・対話的で深い学び」を意識し ３．０ 〇デジタルドリルを活用する教科が

て、授業を展開している。 増えてきている。

３ 一人一人を大切にした指導や支援の工夫 〇特別支援教育委員会（月１回開催）

(1) 様々な検査や調査を活用して、的確な実 ３．１ を中心に支援の方法や関係機関等

態把握と個別支援カードを活用した適切な との連携について協議し、その内

個々の把握に努めている。 容について共通理解を図る。

(2) 合理的配慮の提供に努め、特別支援教育 ３．１ 〇特別支援教育支援員と連携を密に

の工夫を行っている。 とり、学習支援を進めていく。

４ 教育相談を生かした積極的な生徒指導の充 〇生徒指導委員会を月２回実施する

実 ようになり、気になる生徒の理解

(1) 生徒指導部会（心の教育推進委員会）等 ３．３ や不登校対応等について共通理解

で確認した共通理解事項を日常の指導に生 を図ることができてきている。

かしている。 〇不登校生徒について、関係機関等

(2) 気になる生徒についての情報連携を積極 ３．４ と連携して対応することができる

的に行い、必要とする支援に努めている。 ようになった。

(3) 生徒への意図的な語りかけやカウンセリ ３．２ 〇小規模校の利点を活かし、すべて

ングを通して、個に応じた積極的な生徒指 の生徒への声掛けや見届け指導を

導の推進に努めている。 徹底していく。



５ 夢を創り夢を持ち未来を切り拓くための系 〇「校内ハローワーク」では、様々

統的なキャリア教育の展開 な職種の講師を招聘することがで

(1) 啓発的な体験活動の推進をとおして、望 ３．２ き、生徒の興味・関心を高めると

ましい職業観・勤労観の推進を図っている。 ともに、充実した取組となってい

(2) 地域や保護者、関係機関と連携したキャ ２．９ る。

リア教育を推進している。 〇２学期途中から全校朝会の中で実

(3) 様々な活動において、目標を持たせ、活 ３．２ 施している「ようこうそ先輩」講

動の振り返りをさせることで、達成感や次 話を継続させ、充実できるように

の活動への意欲を高めさせるよう努めてい する。

る。

６ 健康でたくましい心と体の育成 〇生徒会と連携した活動を取り入れ

(1) 生徒の表情や様子を観察・確認し、心身 ３．２ たことで、生徒同士の交流が深ま

ともに健康な生徒の育成に努めている。 り、運動の楽しさを感じる機会を

多くつくることができた。

７ 小中交流タイムの充実、学びを高める小中 〇小中交流タイムでは、新生徒会が

連携の推進 中心となって、企画・運営を行い、

(1) 授業を通した実践研修や小中連携による ３．０ 中学生による絵本の読み聞かせや

研修の充実に努めている。 レクリエーション、クリスマスツ

(2) 小学校との児童生徒理解を深め、いじめ ３．０ リーのタペストリー作りを実施す

の早期発見対応や不登校児童生徒への適切 るなど、充実した活動となった。

な対応に努めている。 〇小中合同職員研修では、小学校の

(3) 様々な行動や活動をとおして小学校との ２．９ 市研究協力校研究公開「教育の情

連携を充実させ、推進委員会や各研究組織 報化」に全職員が参加し、研修を

が計画的に運営され、職員一人一人が積極 深めることができた。

的な活動や研究を推進している。 〇小中連携参観週間を充実させる。

８ 食育（弁当の日）と関連させた総合的な学 〇１１月に実施する「弁当の日」の

習の時間の探究 活動については、弁当の日推進委

(1) 「弁当の日」のねらいと総合的な学習の ３．４ 員会で検討した改善策を、次年度

時間の目標（探究的な学習過程をとおした の教育課程編成に活かせるように

資質・能力の育成）とを意識した指導に努 する。

める。

９ 時間や成果を意識した業務改善の推進 〇職員朝会等を活用して、定時退庁

(1) 校務の計画的な遂行に努めている。 ３．３ 日（毎週水曜日）の呼びかけを積

(2) 超過勤務を少なくし、定時退庁などの勤 ３．４ 極的に行っていく。

務時間の適正化に努めている。 〇校務については、早めの企画・立

案を心掛けるとともに、互いに協

力して取り組めるような雰囲気づ

くりを醸成する。


